
 
 
 

第４回東播磨・北播磨・丹波（加古川流域圏） 
地域総合治水推進協議会資料 

 
 
 

中流域の取組 
（推進計画に基づく取組状況報告） 

 
 

【参考】推進計画記載箇所  

・田んぼダム：5 流域対策,5-2 土地等の雨水貯留浸透機能の確保(2)水田  

・モデル地区の取組：9 モデル地区等における取り組み 
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田んぼダムおよびモデル地区の
取組状況報告

平成28年12月8日（木）
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田んぼダム
「セキ板1000枚配布大作戦」

田んぼダムとは？
⇒田んぼの排水口にセキ板を設置し、一時的に雨水を

貯めることで、下流へ流す雨水の量を調節します。

セキ板1000枚大作戦とは？
⇒毎年、兵庫県全域で1000枚のセキ板を配布し、田ん

ぼダムの貯留面積を増やすことを目指しています。
平成25年から普及啓発を行っています。

セキ板



中流域の実施状況

H25年度 H26年度 H27年度 H28年度

配布団体数

普及啓発

3 25 12 

実績（枚） 348 1,035 452 

目標値（枚） 320 320 320 

実績（ha） 67 184 95 

目標値（ha） 96 96 96 

平成27年度以降、概ね目標を達成できている。



田んぼダムを実施した団体のアンケート結果

合計

団体数【回答数】 19

Q１．田んぼダムに取組きっかけは？

①地域内の災害防止のため 11

②地域外の災害防止のため 7

③多面的機能支払い交付金の対象だから 4

④行政にすすめられたから 9

⑤その他 1

Q2 田んぼダム用セキ板の管理にかかる手間は、どのように感じますか？

①負担はない 3

②気になるほどの負担はない 10

③少し負担 5

④大きな負担 1



Q4 今後も引き続き、田んぼダムに取り組む予定ですか

①取り組む 12

②取り組まない 4

③その他 2

無記入 1

田んぼダムを実施した団体のアンケート結果

合計

団体数【回答数】 19

Q3 田んぼダムの実施により、効果を感じましたか

①効果が感じられる(下流水路や排水溝の水位低下が見られた) 1

②少し効果が感じられた(田んぼから出る水量が少なく感じた) 3

③効果を感じられるような大雨が無かった 11

④効果を感じられなかった 3

⑤その他 3



加東市河高地区
安取雨水ポンプ場整備

平成27年度に、安取雨水ポンプ場整備事業着手。
平成28年度は、詳細設計および用地取得を実施。

平成28年11月20日、ジオラマ模型による地元説明会を開催





多可町加美区多田川流域

平成28年度の大きな取り組みとして、
多可町が監視カメラ８基、雨量計５基を新たに設置。

多可町のホームページ
から確認出来る



多可町が新たに設置した箇所

兵庫県が以前に設置した箇所

多田川

ここをクリック



多田川

熊野部のライブカメラの映像。
パソコンやスマートフォンなどから、川の様子を確認できる。
ケーブルテレビとの連携も検討中。



雨量計の情報

ここをクリック



多田川

多可町が新たに設置した箇所

ここをクリック



岩座神の雨量を確認出来る



1

男女高校駅伝全国大会出場兵庫県の内陸部に位置加古川・杉原川沿いに
市街地を形成
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○ 災害は繰り返される。
○ ハード整備には、大きな事業費、時

間が必要。
○ 早期効果を得るためには、既存の施

設を活用。

S58年災の被害と対策



33

H16年災の被害と対策

H23年災の被害と対策



平成25年台風18号 黒田庄町福地の浸水状況（特環区域）

加古川

4

繰り返し起こる災害



●地域一体となった浸水対策（福地地区）

○新たに雨水計画を立て、下水道事業として実施する
○実施期間 平成27年度～29年度（３年間）
○平成26年度中に 雨水排水全体計画作成、事業計画作成

事業計画作成
○４月 第１回地元役員調整会（今後の進め方について）
○５月 第２回地元役員調整会（水路網調査協力依頼）

第３回地元役員調整会（水路網確認作業）
○７月 第４回地元役員調整会（３役との計画調整会）
○８月 第１回地元住民との計画調整会（浸水原因と対策案説明）
○10月 第５回地元役員調整会（３役への決定計画説明）
○11月 第６回地元役員調整会（工事実施にむけての調整）
○12月 第１回地元水防活動者との調整（農会、消防団等）5
5



こんなところから？雨水が流入
河川水位が、異常に上昇（福地だけ）

○加古川の水位 ➡ 計画高水位+0.7ｍ
○加古川からの逆流 ➡ 逆流防止ｹﾞｰﾄにごみ。
○門柳川からの直接流入・逆流 ➡ ｹﾞｰﾄが無い
○福地川からの逆流 ➡ ｹﾞｰﾄが無い。
○上流域からの用水が流入 ➡ 用水管理が不十分。
○幹線水路 ３箇所の樋門操作 ➡ 適切に操作

(福地南樋門・福地北樋門・津万井樋門）
○住宅地へ、ＪＲ横断水路から逆流が発生。

この条件を基に、氾濫シュミレーション
を行い、検証する

なぜこんなに溜まったのか？（地元と一緒に）

・河川水位が異常に上昇、ここだけなぜ
上下流に比べ1.4ｍも高い！

・門閉鎖の9時間に、総雨量33㎜だけ
なぜこんなに溜まるのか？。

・上下流同様に河川水位が下がれば・・

住民との浸水原因究明



総合治水の取組みの意識が高まる（地元調整会）

第2回地元調整（H26.8月末）

○浸水要因の報告

○氾濫解析の結果を報告

○浸水対策の計画方針のほぼ合意
（地元 ﾎﾟﾝﾌﾟに頼らない計画）

第3回地元調整会（H26.12月）

○計画（案）を提示

○施設の活用（総合治水）

○施設の事前点検の大切さ、
タイムラインへの意識向上。

7

完成後の施設の活用調整会

計画調整会

これが「みそ」



⑧ 水田貯留

① 河川対策（県）

⑦ ため池貯留

② 福地川堤防嵩上

③ 樋門改良（加古川）

① 河川対策（県）完了

➃ 樋門整備（門柳川）

⑥ 農業用用水ﾎﾟﾝﾌﾟの活用

⑤ 雨水ポンプ場建設

.福地地区浸水対策計画概要図（地域総合治水計画）

P

⑦ ため池貯留
事前の水位下げ

⑧ 水田貯留

⑦ ため池貯留

③ 樋門改良（加古川）

➃ 樋門整備（門柳川）

③ 樋門改良（加古川）

⑥農業用用水ポンプの活用⑥ 農業用用水ﾎﾟﾝﾌﾟの活用

② 福地川堤防嵩上

② 福地川堤防嵩上

⑤ 雨水ポンプ場建設

① 河川対策（県）

⑤雨水ポンプ場の建設

ためる対策

そなえる対策

ながす対策
○宅地の浸水をなくす。

（許容浸水道路部15㎝程度）

8



総合治水
氾濫解析

9

ためる
対策

そなえる
対策

ながす
対策

○宅地の浸水をなくす
（許容浸水道路部15㎝程度）

強制排水
最小のポンプ



1.5m 嵩上げ

ながす対策完 成着 手 前

加古川HWLに対し
樋門閉めず10㎥/s排水可能

加古川

ＪＲ加古川線

用地買収・JR協議も並行し実施

10

遊水池



福地地区浸水対策 内容と進捗

対策内容 詳細 26 27 28 29 以降 適用

事業計画・詳細設計 完 市 法手続き

① 加古川の河床掘削 河床掘削 河川水位を下げる

② 福地川堤防嵩上げ 240m
H=1.5-1.0m

完 福地川からの氾濫を防ぐ

③ 樋門改良（加古川） ３箇所 完 逆流防止（加古川）

➃ 樋門整備（門柳川） ２箇所 完 逆流・流入防止（門柳川）

⑤ 雨水ポンプ場建設 15㎥／分 住宅地内水路の内水排除

⑥ 農業用
用水ﾎﾟﾝﾌﾟの活用

10㎥／分 完 切替バルブ・配管設置
地元による内水排除

⑦ ため池貯留 流域対策

⑧ 水田貯留 流域対策

水位計の設置 完 加古川・福地川の水位確認

★ 防災訓練・事前防災行動計画への取り組み

ため池貯留 ： 長池、福谷池、宮池など ・ 水田貯留 ： 福地、岡、津万井
福地川からの逆流防止ゲート： 17か所の設置（最大φ800）

11
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ﾎﾟﾝﾌﾟ場建設

H28 福地雨水ポンプ場の建設（住宅地の内水排除）

12
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ﾎﾟﾝﾌﾟ場建設

ﾎﾟﾝﾌﾟ場建設

水田貯留

対策の前後のイメージ

13



Activity（行動） Emergency　Suｐｐｏｒｔ　Ｆunction（緊急時支援機能）（各機関への依頼内容）

気象
情報等

管理会社・工事関係 事前対策（水防） 危機管理 防災対策本部 地元要請

降雨予測
(多くはない

が
集中豪雨

注意)

加古川 杉原川
●請負業者への指示
▲占用工事者への指示

８日
（金）

33-72ｈ
台風に備えた準備確認と管理会
社への連絡●

０㎜/ｄ

●新北播　　　●ドリコ
●カワキシ　　●東播開発
●住民ｻｰﾋﾞｽ ●オオヤマ
●WA　　　　　 ●トオノ

午後５時までに、排水施設樋門の
出水時の操作を完了する●（予
定）【再検討】

５㎜/h

９日
（土）

２４ｈ
状況により幹部・班長集合
〇対策検討
●大雨警報(6:47）　０号配備　４名

５㎜/ｈ

●対応確認
●管理会社に状況報告さ
せる

〇樋門操作確認
〇３ポンプ２MP確認
●排水路巡視

12ｈ ０号配備態勢（２班態勢） max30㎜/ｈ
消防団待
機水位

消防団待
機水位

加古川上流域ので降雨が
多くなる

３ポンプ場出動準備 被害情報入る

９－0ｈ １号配備態勢 max30㎜/ｈ ３ポンプ場待機 ３班態勢パトロール

２号配備態勢
氾濫注意

水位
氾濫注意

水位
下戸田・萩ヶ瀬P稼動

郷瀬ポンプ稼動 上流樋門操作 本部連絡 防災無線

高田井河川樋門閉鎖 流域調整

西中完全貯留 シート上げる 地元・教育委員会連絡

上下水道部タイムライン   〇台風11号　平成26年８月８日作成　襲来予想８月10日　朝９時頃
〇実施予定
●実施済み

８月９日AM7:30

Timeline

台風情報
河川水位
加古川

〇中心気圧は945hPa、中心付近の最大風速は
40m/sです。

●被害発生時
上下水道組合（部より
直接依頼）
●建設業協会
（地域整備課経由）
●施設については、
管理会社

●用水管
理樋門堰
板等の管
理とため
池事前放
流●福地
●岡
●津万井
●下戸田
●和田
●高田井
●西田
●郷瀬

台風
最接近
10日
（日）
午前

９時頃

上下水道部タイムライン

情報提供
依頼

14そなえる対策14

台風最接近10日（日）
午前９時頃



福地地区浸水対策対策活動（案）

対策番号 施設名所 管理者 ハード整備 適　　用

門柳川取水工 福地 桝内ゲート設置 動作点検 閉鎖 福地のみの用水か？

門柳川放流工 ﾌﾗｯﾌﾟｹﾞｰﾄ設置 目視点検 ゴミ等が無いか状況の確認

対策② 門流川流域流入カット 岡 堰板設置 動作点検 閉鎖

①福地南樋門 福地 動作点検 詳細設計後　閉鎖水位の検討

②③④ﾌﾗｯﾌﾟｹﾞｰﾄ ｹﾞｰﾄ更新 目視点検 ゴミ等が無いか状況の確認

⑤福地北樋門 福地

　揚水ポンプ設置 10㎥/分の排出 福地 ポンプ施設の改築 仮設配管準備

⑥津万井樋門 津万井

宮池 1.0ha 1.0m 10,000㎥ 津万井・岡

福谷池 1.6ha 1.0m 16,000㎥ 岡

長池 0.6ha 1.0m 6,000㎥ 福地

政右ェ門池 0.4ha 1.0m 4,000㎥ 福地

小計 3.6ha 36,000㎥

 楠ケ丘小校庭貯留 0.5ha 0.3m  1,500㎥  教育委員会  ｵﾝサイト貯留工事

水田貯留（福地） 16.0ha 0.15m 24,000㎥ 福地

水田貯留（岡） 8.1ha 0.15m 12,150㎥ 岡

水田貯留（津万井） 12.6ha 0.15m 18,900㎥ 津万井

水田　小計 36.7ha 55,050㎥

対策a 津万井水路嵩上等 下流への流出防止

対策⑤ 福地川堤防嵩上げ 樋門操作 福地川嵩上工事 樋門操作準備 福地川の逆流抑止対策含む

　福地川のﾌﾗｯﾌﾟｹﾞｰﾄ 17か所 0.9km 加古川合流から 福地 日常管理　 ごみ等の確認

その他 地元消防団活動 消防車待機

2～3日前 前　　日

消
防

団

待

機

水

　

上

戸
田

水

位

計

　

2

.

9

ｍ
　

・

　

船

町

水

位

計
1

.

5

0

ｍ

減水確認

当　　　日

大

雨

洪

水

警

報

発
令

減水開始

常時減水

動作点検

対策①

対策④

容量等

堰板検討

対策④

対策③

完全貯留

樋門閉鎖

用水利用

常時減水可能かも検討

ﾊﾟｲﾌﾟﾗｲﾝにより用水不要

防火用水のみ活用

ポンプ運転

樋門閉鎖

樋門閉鎖

堰板準備

船

町

水

位

計

　

2

.
8

9

ｍ

（
　

二

六

台

風
一

〇

号

　

福

地

樋

門
閉

鎖

）

完全貯留

★ 地元における事前防災活動

そなえる対策地元住民によるタイムライン15



1616 ○地元での訓練

○ため池事前放流
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平成28年１０月５日台風18号の襲来予想に備える17

施設を最大限に活用することが可能となる。

10月1日

15:30長池の樋を75％開口して、長池の溜め水を排水

15:40福地副区長から地区役員に対して参集メールが発信

【２日１６時 福地北樋門 ﾎﾟﾝﾌﾟ小屋に集合】

10月2日

9:30長池の樋を閉める。約18時間排水（土木）

16:30北樋門のﾎﾟﾝﾌﾟ小屋に集合

①排水ホース延長による配水準備開始

②ﾎﾟﾝﾌﾟ試運転実施 加古川へ排水

各施設の点検

③門柳川からの流入ゲート閉鎖 堰板設置

④福地川逆流防止ｹﾞｰﾄ１７か所の点検（ゴミ除去）

⑤加古川の逆流防止ｹﾞｰﾄの点検（ゴミ除去）

⑥長池の水位確認

⓻加古川の３樋門（手動）の動作確認

地元で実施された、事前防災活動の報告状況



Company
Logo このような防災事前行動により

1818

○災害から市民の生命と財産を守ることは、全職員の使命

１ 疑わしきは行動せよ
２ 最悪を想定して行動せよ
３ 空振りは許されるが、見逃しは許されない

おわり


